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令和６年５月 10日開催
東部地区小学校給食センター建設に係る保護者説明会

令和６年度東部地区の４小学校（田中、滋野、祢津、和）の保護者を対象に、東部地区小

学校給食センター建設の説明会を開催しました。

説明会における主な質問・意見と教育委員会の考え方は次のとおりです。

１ 給食センターの建設ではなく、現在の給食室を修繕したほうが安くすむのでないか。

現在において施設等の老朽化により年々修繕箇所が増加しており、その都度修繕を

行っている状況です。修繕を行って既存施設を継続することは、汚染区域、非汚染区

域の明確化のための面積の確保、及び衛生面を考慮したドライシステムの導入といっ

た根本的解決にはならないため、一時的な修繕によるものではなく施設の更新が必要

と考えています。

２ アレルギー専用調理室は、すべてのアレルギー物質を入れない運用を想定している

か。現在においても状況に応じた対応をいただいており事故も起きていないため、その

ような運用でなければアレルギー対応が向上しているとは思えない。アレルギーにつ

いて、センター化しても面談による聞き取り等で適切に対応してもらえるのか。

現在においても、子どもの状況を確認したうえで教員、給食関係者で情報を共有し、

状況に応じてアレルギー食品の除去、他の食品への代替え、弁当の持参といったアレ

ルギー対応を行っています。給食センター方式とした場合であっても、これらが変わ

るものではありません。

アレルギー専用調理室は、全てのアレルギー物質を入れないものではなく、通常の

調理スペースと隔離し、アレルギー対応が必要な食材の混入及び調理器具等の混在を

防ぐことを目的としています。
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３ 説明会資料では今後児童数が減少するとの予想となっているが、なぜ現状の児童数規

模の施設建設を考えているのか。

調理食数ぎりぎりの規模の施設を整備した場合、施設と設備の稼働率を常に高い状

態に保つ必要がありますが、そのような状態を続けた場合には施設と設備に過度な負

担をかけることになります。児童数が減ることを想定していたとしても、現状規模で

整備することが適切であると考えています。

４ 給食センター方式とした場合、食材の品質低下や既製品の利用増加といったことに

なってしまわないか。

給食の内容等についてご心配をいただいていますが、給食センター方式になったか

らといって給食調理に携わる職員により給食を提供しますので、現在の自校方式での

給食と変わるものではありません。また、給食配送を要しますので、温かい給食が冷

めて提供されるのではないかと心配するご意見がありますが、保温性能の優れた食缶

の使用により温かい給食が提供ができると考えています。

５ 市民が反対すれば給食センターの建設はなくなるのか。すべての人に建設について

意見を聞くことをしていない。小学校保護者だけではなく、他の市民にも話を聞くべ

きである。

給食センター方式への不安な声をいただいておりますので、保護者への説明会の

開催や今後、市民全体に対しての説明会も予定しております。

自校方式と給食センター方式のそれぞれのメリット・デメリットがあることを理

解しておりますので、丁寧な説明を行い給食センター方式に対してのご理解を求め

ていきたいと考えています。
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その他のご意見

１ 情報の公表に関するご意見

・説明会の開催時間を、みんなが参加できる時間帯としてほしい。

・教育委員会の市民の声を聞くという意識が薄い。すべての事業において市民の声を聞い

てほしい。

・給食センター以外方法がないということに対して不安である。保育園児の保護者にも説

明してほしい。

２ 自校方式及び給食センター方式に関するご意見

・今働いている人たちも衛生面に不安を持っているのか。

・学級・学年閉鎖になった時など、規模が大きいとロスも大きいのでないか。

・２校に１つずつ給食センターをまとめるという案はないのか。

・自校式の給食室が残せるなら工事期間中はお弁当を作るまたはデリバリーでもいいと

いう人はいると思う。仮設の給食室にこだわらなくてもいい。

・子どもが減っているなら教室を潰して自校給食にできると思う。

・配送が遅れてしまったときは、時間はどうなるのか。食べる時間が減るのではないか。

そこまで保温ができるのか。

３ その他

・給食センターの費用を建設費用だけで計算するのはおかしい。ランニングコストも含め

て概算してほしい。

・よりよくするためにこれから検討してもらいたい。明確な反対意見を持っているわけで

はないので、このまま給食センター方式になるんだと思う程度の感想である。

・東部中学校が停電になったら今回建設の給食センターで対応できるのか。

・子どもたち、先生にヒアリングをしてほしい。田中小学校では、児童が教育委員会に給

食について手紙を書いている。読んだかどうかのフィードバックが子どもにない。

・建設検討委員会の人選をどのようにするのか。調理員を検討委員に入れてほしい。


